










結果 

1)75gGTT時のA+A′群の血糖値のM+2SD近似値はF値100,1時間値180,2時間値150㎎/dl

を示した。 

2)A+A′群,B 群並びに全症例の正常限界をこえるものの発生率を Table4 に示した。 

3)対象例の△IR1/△BS(I.I.)では Test level A 陽性 18 例中 13 例(72.2%)が正常例の 1.1.

平均 1.4 以下であり,これに対し Test level B 陽性 12 例中 11 例(91.7%)が平均を下廻り,

この面からは Test level B がより優れた成績を示した。 

4)新生児合併症中 heavy for dates 児の発生率は概して陽性群に高率となったが,もっとも

厳しい基準のNIHのGDMでむしろ明確でない結果となった点から,このような検討法が診断

基準の評価の手段として適当かのより詳細な検討を要する。 


